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小杉駅周辺地区
○川崎市総合計画において、３つの広域拠点のうちの１つとして位置づけられている

小杉駅周辺地区
【広域拠点に位置付け】

位置図・鉄道路線図

市総合計画：都市構造図

１．小杉駅周辺地区の位置付け
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武蔵小杉から主要駅までの所要時間（最短）の目安
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広域拠点：首都圏の好位置に立地し、鉄道や道路などの恵まれた都市基盤を有する拠点

道路：第２次川崎市道路整備プログラム （東京丸子横浜線【市ノ坪工区】）
河川：緑の基本計画 第4章 ３中原区 身近な河川の保全・再生 （渋川）

関連するインフラ整備の位置付け



小杉駅周辺地区のまちづくりの方向性
○「川崎市都市計画マスタープラン 小杉駅周辺まちづくり推進地域構想」を平成21年3月に策定している

１．小杉駅周辺地区の位置付け

まちづくりの基本コンセプト
「交流」と「にぎわい」があふれる
ヒューマンなまちづくり

「歩いて楽しいまち」
• 人の活動が見えるまち
• 地元のまちとの連続性確保
• 沿道型の商業空間

「環境共生型のまち」
• 緑豊かな環境の実現
• 環境負荷の軽減
• 周辺自然的環境との調和

「豊かに暮らせるまち」
• 多様な市民生活の実現
• 新旧住民相互の融合
• エリアマネジメントの推進

まちづくりの基本方針
【特色ある拠点相互の連携による魅力あふれる広域拠点づくり】
• 多様な核の集積とネットワーク化による魅力ある市街地形成
• 既成市街地との連続性を確保するヒューマンなにぎわい空間の創出
• 周辺市街地環境と協調した市街地形成と新しいにぎわい空間の創出

【小杉地域の特性を活かした持続可能なまちづくり】
• 充実した鉄道網を活かした歩いて暮らせるまちづくり
• 駅を中心とした多様な都市機能のコンパクトな集積
• 小杉地域の特性を踏まえた交通施策の推進

【周辺環境資源との連携による広がりのある都市空間づくり】
• 等々力緑地や多摩川、二ヶ領用水とのネットワーク化によるアメニティ
の高い都市空間の形成

• 緑豊かなパブリックスペースの実現
• 環境と共生した開発計画、安全・安心のまちづくりの推進

【協働のまちづくり】
• 市民主体のまちづくり活動支援
• 市民、NPO、事業者などの協働によるエリアマネジメントの推進
• 地区計画等の活用による官民協働のまちづくり
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２．小杉駅周辺まちづくりの経過
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整備前（H15.2）

まちづくりのコンセプト
○大規模工場の移転などに伴う土地利用転換の機会を捉え、充実した鉄道網を活かし、駅を

中心に多様な都市機能がコンパクトに集積した、歩いて暮らせるまちづくりを推進
まちづくりの手法

○地区計画や市街地再開発事業等による規制・誘導により、民間活力を活かして、都市機能
の集積、基盤整備を進めるとともに、老朽化した公共施設の再編整備を段階的に推進

大規模工場等

２．小杉駅周辺まちづくりの経過

商店街等

社宅等

エリア全体の
まちづくり構想に基づき
民間開発を規制・誘導

綱
島
街
道

多摩川

商業・業務、都市型住宅等
多様な都市機能が集積

現在（R7）

地区計画を
指定した区域

小杉駅周辺まちづくり推進地域構想（H21.3）

東京都



２．小杉駅周辺まちづくりの経過
整備状況
○地区計画等面積：約58.1ha、市街地再開発事業：４地区、その他民間開発事業：８地区
○JR横須賀線新駅
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小杉町１・２丁目地区

小杉町２丁目地区

小杉町３丁目中央地区
小杉町３丁目東地区

武蔵小杉駅南口地区西街区
武蔵小杉駅南口地区東街区

小杉駅南部地区
新丸子東３丁目南部地区

小杉駅北口地区

新丸子東３丁目地区

小杉駅東部地区中丸子地区



２−１．都市機能の集積
多様な都市機能が駅周辺に集積

○広域拠点として、土地の高度利用を図るとともに、業務、商業、交流、都市型住宅など
多様な都市機能が駅周辺に集積

グランツリー武蔵小杉
（H26.11開業）

NECルネッサンスシティ
（H17完成）

川崎市コンベンションホール
（H30.4開設）

業務

商業交流

都市型住宅

Kosugi 3rd Avenue
（R2.6竣工）

（集積した都市機能の例）

9



10

２−２．公共公益施設の充実
民間開発事業を進める中で、公共公益施設を駅近くに(再)整備

○老朽化していた消防署、図書館などの公共施設を民間開発事業に合わせ再整備
○保育所も民間活力を活かして整備するとともに、児童の増加に対応し小学校を整備

（(再)整備した公共公益施設の例）

消防署

図書館

保育所

学校

中原消防署
（H19.4移転）

※ホテルとの合築に
より整備

中原図書館
（H25.4開館）

まめの木保育園
（H27.4開館）

市立小杉小学校
（H31.4開校）

※日本医科大学からの
定期借地により新設

※小杉町３丁目中央地区市街地
再開発事業ビル内、民設民営

※小杉駅南部地区西街区
市街地再開発事業ビル内

（東急スクエア5・6階）
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２−３．都市基盤の整備
都市基盤の整備、環境づくりを推進

○社会経済活動や暮らしを支える安全で快適な駅前広場や道路等の都市基盤整備を推進
○民間活力を活かして公園や公開空地などを整備し、緑とうるおいのある環境を創出

（整備した都市基盤の例）

JR横須賀線武蔵小杉駅
（H22.3開業、

R4.12下りホーム新設
R5.12綱島街道改札新設）

新駅

駅前広場公園

道路

武蔵小杉駅東口駅前広場
（H26.2供用開始）

地区幹線道路小杉町209号線
（R2.11供用開始）

こすぎコアパーク
（H26.4供用開始、R3.10リニューアル）



JR横須賀線武蔵小杉駅及び駅周辺の混雑緩和に向けた取組
○H22.3の開業以降、ラッシュ時には駅構内及び駅周辺で混雑が生じていることから、混雑緩和及び安全

性確保に向けた取組として以下の取組を実施
• JR横須賀線下りホーム新設（1面2線から2面2線、R4.12）
• 綱島街道改札の設置（R5.12）
• 東急線ＪＲ線方面改札から綱島街道改札間のアクセスルート整備（R5.12）
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２−３．都市基盤の整備

R5.12設置

アクセスルート
R5.12整備

横須賀線下りホーム（R4.12設置）
（R4.12までは上下線）

Ｊ
Ｒ
南
武
線

東海道新幹線(上部)綱島街道(上部)

アクセスルートと綱島街道・新幹線との交差部

綱島街道改札

下りホーム(左)と上りホーム(右)

新幹線との交差部へ 綱島街道改札へ
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２−４．公共空間を活用したにぎわい・コミュニティづくり
小杉駅周辺まちづくりの特徴・工夫

○道路や公園、民間敷地の公開空地などをパブリックスペースと位置付け、地域のにぎわいや
人々の交流を促進する空間として活用

○地域の市民・団体や企業が主催・参加するイベント等が実施されている

小杉駅周辺まちづくり推進地域構想（H21.3）

↓

例
１
：
道
路
を
居
心
地
の
よ
い

空
間
に
す
る
社
会
実
験

↓

例
２
：
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コ
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っ
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100

周
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地域の市民・団体や企業が主催・参加
にぎわいやコミュニティの形成に活用されている

H29時の様子
（H28~毎年開催）

R2実施の様子

R6実施の様子



３．社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第３期計画）」
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３ー１．社会資本総合整備計画の概要①

平成17年度〜平成21年度

令和3年度〜令和7年度

平成22年度〜平成26年度

■整備計画の経過

小杉駅周辺地区都市再生整備計画（第１期）

社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第１期計画） 」
小杉駅周辺地区都市再生整備計画（第２期）

社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第３期計画）」
小杉駅周辺地区都市再生整備計画（第４期）

主な完成施設：
JR横須賀線武蔵小杉駅、
横須賀線駅前広場など

主な完成事業：小杉町３丁目東地区市街地再開発事業、総合自治会館整備事業
コンベンションホール整備事業

平成27年度〜令和2年度
社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第２期計画）」
小杉駅周辺地区都市再生整備計画（第３期）

主な完成事業：武蔵小杉駅南口地区西街区市街地再開発事業（東急スクエア、中原図書館など）
武蔵小杉駅南口地区東街区市街地再開発事業（ららテラス、東口駅前広場など）
小杉町３丁目中央地区市街地再開発事業（セントア武蔵小杉、区役所駐車場など）

※「小杉駅周辺地区都市再生整備計画」は平成22年度より「社会資本整備総合交付金」に統合され、
社会資本総合整備計画の基幹事業に「都市再生整備計画事業」として位置づけられています。
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３−１．社会資本総合整備計画の概要②

内容項目

小杉駅周辺地区市街地の活性化（第３期計画）計画の名称

令和 3 年度 〜 令和 7 年度計画の期間

広域的な交通利便性が高く、商業・業務、研究開発、文化
交流、都市型居住の機能が集積した広域的拠点の形成を図
るとともに、周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間づ
くりをめざし、誰もが利用しやすく快適でにぎわいのあるまちづく
りを推進します。

計画の目標

■整備計画の名称、期間、目標
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３−１．社会資本総合整備計画の概要③

Ｒ７目標値Ｒ２時点現況値成果目標

50%38%
武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人の割合
（アンケートの結果から「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と
回答した人の割合

１

30人0人
渋川整備事業満足度
（渋川の親水施設整備後の施設利用者数）

２

■整備計画の成果目標
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３−１．社会資本総合整備計画の概要④
■事業実施箇所図

武蔵小杉駅

向河原駅

①東京丸子横浜線
（市ノ坪工区）

元住吉駅

多摩川

③市道小杉町21号線等
滞在環境整備事業

至 川崎

至
横
浜

至
横
浜

至 立川

至
渋
谷

至 品川・大崎

②渋川環境整備事業



３−２．実施した事業①
■①東京丸子横浜線（市ノ坪工区）

内容項目
東京丸子横浜線（市ノ坪工区）における道路の拡幅（２車線→４車線）
及び歩道の設置を行うことで、小杉地区を利用する車両渋滞の軽減や、鉄道を
跨ぐ歩行者回遊性の向上、さらには無電柱化による地域防災力の向上が図ら
れるもの

事業概要

令和3年度〜令和7年度交付期間

2,419百万円（計画事業費2,422百万円中、交付期間中の執行額）事業費

道路拡幅による4車線化、歩道設置
延長Ｌ＝0.29km、幅員W＝21〜25m （うち こ線橋延長 L＝0.19km）事業規模

実施状況

令和8年3月完成予定備考
19

計画図



３−２．実施した事業①
■①東京丸子横浜線（市ノ坪工区）

20

施工前（平成24年）

完成イメージ（令和8年3月完成予定）

東海道新幹線JR南武線

至横浜

至東京
整備状況（令和7年8月）

側道部階段施工中

東海道新幹線

JR南武線

至横浜

至東京

参考︓側道部階段パース図



21

３−２．実施した事業②
■②渋川環境整備事業（継続）

内容項目
• 水と緑のネットワークを形成し、市民が交流できる拠点地区としての快適性や

回遊性を高める渋川の護岸整備を行うもの
• 第3期計画では生物の水辺ゾーン及びにぎわいの水辺ゾーンの整備を実施

事業概要

令和3年度〜令和7年度交付期間
304百万円（計画事業費361百万円中、交付期間中の執行額）事業費
護岸整備：約540m（計画予定延長）→約420ｍ（工事実施延長）事業規模

実施状況

令和8年度以降継続
※工事費高騰等による事業スケジュール見直しにより、令和７年度に予定していた親水施設
整備は令和８年度に整備予定

備考

整備前 整備後
3期計画での生物の水辺ゾーンの整備状況
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３−２．実施した事業②
■②渋川環境整備事業（継続）

生物の水辺ゾーン

 広い河川区域を利用した生物に配慮した水辺空間を創出する
 多様な生態系が生息できる水辺空間を創出する

 矢上川との連続性を向上させることで、矢上川や鶴見川の生物を渋川へ遡
上させる

にぎわいの水辺ゾーン
 住吉桜などの観光資源を活かした水辺ルートを位置づける
 人の集まる元住吉駅や商店街と連携した水辺利用を図る

 河道内にスポット的な水辺のテラスを整備し、水辺を楽しめる空間を形成
する

 自転車駐車場は現在の利用状況を継続する

憩いの散策ゾーン（整備済） 四季のプロムナードゾーン（整備済）

（矢上川～子の神橋） （子の神橋～矢倉橋）

（矢倉橋～巽橋） （巽橋～分岐部）

渋川環境整備事業（L=2,400m）

R3〜R7整備区間（420m）

木月1号橋

380m 40m

380m 160m

R3〜R7計画区間（540m）

次期計画
整備予定
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渋川環境整備事業による整備効果

 水制工の設置による、みお筋の蛇行を促す自然な水際線の創出
 水制工の周辺の流れの変化による瀬と淵の形成促進
 水際や河床への置き石の配置による、早瀬状の流れなど多様な

流況の創出
 様々な流況をつくることによる、多様な生物の生息環境の創出

→ 生物に配慮した水辺空間及び多様な生態系が生息できる
水辺空間の創出

→ 水と緑のネットワークとしての快適性や回遊性の向上
 景観に配慮した修景パネルのパラペット及び矢板護岸への設置

生物の水辺ゾーン

にぎわいの水辺ゾーン

修景パネルイメージ水際線の創出イメージ

→ 水と緑のネットワークとしての快適性や回遊性の向上

 スポット的な親水性のある水辺のテラスの整備
 テラスへの休憩施設（ベンチ）や親水階段の設置
 景観に配慮した修景パネルのパラペット及び矢板護岸への設置

親水テラスイメージ 修景パネルイメージ

３−２．実施した事業②



３−２．実施した事業③
■③市道小杉町21号線活用社会実験

内容項目

令和2年7月に開業した小杉町３丁目東地区と令和3年にリニューアルしたこすぎコ
アパークの間を通る市道小杉町21号線を活用した、居心地の良い滞在空間を創
出する社会実験を実施し、今後の有効活用に向けた検討や課題整理を行うもの

事業概要

令和3、4、6年度交付期間
6.2百万円（計画事業費11.8百万円中、交付期間中の執行額）事業費
市道小杉町21号線及びその周辺地域事業規模

実施状況

令和6年度完了備考
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令和４年度社会実験（臨時横断歩道）令和３年度社会実験（公共空間活用）
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内容項目
令和４年３月１日（火）〜６日（日）実施時期
市道小杉町21号線実施場所

実施目的

実施内容

３−２．実施した事業③
★令和３年度社会実験 公共空間をつなげ、滞留・回遊性を高めるための仕掛けづくり

令和２年度に実施した社会実験（歩
行者天国化及びイベントの実施）では、
居心地の良い空間や安全な空間といっ
た点で利用者満足を得ることができた
一方で、滞在時間の短さや回遊性の低
さについて一定の課題が残った。この
課題を踏まえ、令和3年度は、武蔵小杉
駅前だけでなく、周辺地域の公共空間
をつなげることで、滞留・回遊性につ
いての効果検証を行ったもの。

• 各空間（地点）でのイベントの開
催、路面への誘導シールの設置、
街中での誘導サインパネルの設置、

• 一部通行止めガードレールの撤
去・段差の解消

• 交通量調査の実施（平常時2月26日
〜27日、社会実験実施時3月5日〜6
日による比較）

＜コンテンツマップ＞



26

内容項目
 回遊性・滞在時間について
•平常時と比べて、約10％歩行者交通量が増加した。
•周辺店舗利用は、令和２年度の社会実験時の約半数から約 75％まで上昇していることから、
回遊エリアを拡大することで周辺店舗利用も増加するものと考えられる。

•滞在時間は30分未満が全体の75%となっており、令和２年度の社会実験からの課題の解決に
至っていない。

 安全性について
• 横断歩道以外での横断が80％以上おり、安全面における新たな課題が残った。

成果と課題

３−２．実施した事業③
★令和３年度社会実験 公共空間をつなげ、滞留・回遊性を高めるための仕掛けづくり

横断歩道以外の通行ニー
ズを改めて検証するため、
翌年度の社会実験にて、
臨時横断通路を設置する
こととなった

市道小杉町21号線
歩行者横断状況

市
道
小
杉
町
21
号
線

横断歩道 17.5％
（4日間合計1,863人）

横断歩道以外 82.5％
（4日間合計8,805人）
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内容項目
令和５年３月11日（土）実施時期
市道小杉町21号線他実施場所

実施目的

実施内容

成果と課題

３−２．実施した事業③
★令和４年度社会実験 乱横断など歩行者の安全に関する課題への対応策の検討

 回遊性・滞在時間について
• 周辺店舗利用は、令和３年度の社会実験と同様に約 75％であることから、回遊エリアを拡大すること

で周辺店舗利用も増加することが確認できた。
• 滞留時間は30分未満が全体の75%となっており、過年度の社会実験と同様の結果になった。
 安全性について
• 平常時、800人以上の人がガードレールを跨ぐことが分かり、日常において危険な状況であることが分

かった。
• 社会実験時に設置した臨時横断歩道を横断する人は2,400人おり、一定の需要があることが分かった。
• 一方で、依然として駅前の乱横断が多く見られ（横断歩道以外での横断が65.0%）、安全面における課

題が残った。

SDGsフェア期間を利用し、令和３年度社会
実験で得られた課題（乱横断等）に対する解
決策を探るため、小杉町21号線上に臨時横断
歩道を設けたうえで人流状況等の把握を行っ
たもの。

• 駅周辺エリアを一体的に活用し
たイベントの実施

• 臨時横断歩道の設置
• 交通量調査の実施（平常時3月4

日、社会実験実施時3月11日によ
る比較）

<コンテンツマップ＞

・本箱市
・おもちゃのリユース交換

・区役所コンサート
・はたらく車
・地震体験
・古布類回収・収集車へのごみ
投入体験と各種相談受付
・キットパス号

・新施設「KOSUGI iHUG」の防災
機能を知ろう︕

・災害時伝言ダイヤル、SDGs の紹介
・ゴミ拾い大作戦
・舞台「ハリーポッターと呪いの子」
・ペットボトルのキャップ回収・ミニジュース特
別販売
・全国都市緑化かわさきフェアブース
・区制 50 周年、市制 100 周年ブース
・未来ビジョンお披露目
・武蔵小杉駅前通り商店街フランク屋台
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３−２．実施した事業③
★令和６年度
当地域における居心地が良く歩きたくなるまちづくりの実現に向けた調査・検討

社会実験等の取組結果のとりまとめ

成果 • 座ったりくつろげる、子どもが遊べる、
飲食するための場所への高いニーズ

• 歩行者天国の実施については7割以
上、イベント等の取組継続については
9割以上が支持

• 『眺める』コンテンツを配置することが、
滞在時間の延伸に寄与

• 周辺店舗の利用率が向上

課題 • より長く滞在してもらうための仕掛
けづくり

• 横断歩道以外を渡る「乱横断」の
解消

実現化に向けた今後の検討課題

市道小杉町２１号線の在り方（案）

• にぎわいや回遊性、安全面（乱横断解消）、荷
捌き車両への配慮などを総合的に勘案し、以下の
組み合わせを活用例として提示

北側：歩行者専用道路化
南側：西側拡幅・一方通行・荷捌き帯設置

北側が車両通行止めとなるため、緊急車両が南側から進入
して転回・逆走する必要が生じる可能性があり、関係機関と
の詳細な協議が必要

などについてエリアのステークホルダー等と連携しながら
検討していく。

• 周辺交通ネットワーク・事業者への影響
• 積極的な住民参画の手法
• 効果的なコンテンツや取組の構築
• 持続的な取組の推進
• 交通管理者や道路管理者等との調整



３−２．実施した事業（その他）
■その他：提案事業

まちづくり活動推進事業
（都市機能等立地適正化普及・啓発事業）

事業活用調査
（都市機能等立地適正化検討調査）項目

立地適正化制度の周知・啓発などの情報提供
の実施

居住や都市機能の誘導方針等について検
討を行い、災害に強いまちづくりを目指した
立地適正化計画を策定

事業
概要

令和5、6年度令和4年度〜令和6年度交付
期間

4.7百万円（計画事業費4.7百万円中、交付期
間中の執行額）

27.5百万円（計画事業費27.5百万円中、
交付期間中の執行額）

事業
費

・広報媒体の作成（動画、チラシ、ポスター等）
・周知啓発活動の実施（オープンハウス型説明
会６回、広報チラシのポスティング等）

今後の人口減少・超高齢社会の到来や、近
年の自然災害の激甚化・頻発化を踏まえ、
災害に強く持続可能なまちづくりを目指した
立地適正化計画を策定

実施
状況

令和6年度完了繰越により令和7年度完了備考

29



30

３−３．成果目標の達成状況①
■成果目標１

達成状況Ｒ７実績値
（N=275）

Ｒ７目標値Ｒ２時点現況値
（N=125）

達成53.5％50％38％

■定義・算定式

武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人の割合

アンケートの結果から、「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と回答した者の占める割合

■達成状況の所見
業務・商業など、多様な都市機能の集積が進んだことで、武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人

の割合も増加しており、広域的な拠点の形成が進んでいると考えられます。

■達成状況

■アンケートの概要

調査期間：令和7年7月24日（コスギアイハグ夏祭り）
調査方法：イベント参加者へのアンケート調査（回答数275件）
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３−３．成果目標の達成状況②
■成果目標２

達成状況Ｒ７実績値Ｒ７目標値Ｒ２時点現況値
未達成ー30人0人

■定義・算定式

渋川の親水施設整備後の施設利用者数（１日あたり）

渋川の親水施設整備後の１日あたりの施設利用者数を計測する

■達成状況の所見
工事費高騰等による事業スケジュール見直しにより、令和

７年度に予定していた親水施設整備が令和８年度にずれ
込んだことから、目標値の計測ができませんでした。

しかし、令和7年度中に予定していた工事延長の77.8％が
完了する見込であり、護岸整備により水辺の親しみやすさが
向上することで、拠点地区の快適性、回遊性が高まり、快適
でにぎわいのあるまちづくりの実現に寄与するものと考えられま
す。

■達成状況

整備前 整備後
3期計画での生物の水辺ゾーンの整備状況



３−４．市民に対する意見募集の調査状況①
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■意見の募集方法
○小杉駅周辺地区に来街した方に対して、小杉駅周辺地区にこれから望むことについて調査員の

聞き取りによるアンケート調査を実施
○実施日：８月１５日（金）
○実際場所：こすぎコアパーク（ゆんたくフェス）

■主な意見
○意見者数：23人 ○件数：25件
○意見の内容
• 治安（9件）

▼主な意見
• 治安が悪くならない様にしてほしい
• 子供から老人まで安心して暮らせる町にしてほしい
• マナーの啓発をしてほしい
• 風紀が乱れかけているので注意してほしい

• 子育て（4件）
▼主な意見

• 無料で子供を遊ばせる所が多くあれば良いと思う
• 子育てしやすい町にしてほしい

• 商業（3件）
▼主な意見

• 年輩者でもふらっと立ち寄れる店づくりをしてほしい
• 犬と一緒に入れる店がほしい

• 高齢者（2件）
▼主な意見

• 高齢者も楽しめる施設

• 都市基盤（2件）
▼主な意見

• 公園をもっと多く増やして欲しい
• 電柱の地中化

• 自然環境（2件）
▼主な意見

• 自然を大切にしてほしい

• その他（3件）
▼主な意見

• 図書館がたくさん欲しい
• 災害対策をしっかりして欲しい

■市民からの意見に対する所見
治安や子育てについて望む意見が多いことから、引き続き安全・安心のまちづくりを推進する取組が望ま
れるものと考えます。



３−４．市民に対する意見募集の調査状況②
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■意見の募集方法

■主な意見

○市のホームページに事業目的、事業概要、事後評価を掲載し、市民から意見を募集
区役所等に冊子、意見書（紙）を設置

○周知方法：９月１日号「市政だより」に意見募集を告知。市ホームページに掲載
○実施期間：９月１日（火）〜９月３０日（水）
○意見書の提出方法：意見書の持参及び郵送、FAX、メール等により提出

○意見者数：３人 ○件数：３件
○意見の内容
• この数年で買い物ができる場所が増え電車も便利になるなど、まちの風景が大きく変わってきた。

より快適で居心地が良く、魅力あるまちになってほしい
• 市が主導し、警察等と調整の上、「クルマ中心」から「歩行者中心」の道路（例：時間制歩行者

天国）へと、ルールやハード（道路自体）を見直すべきである
• 公開空地は、所有者（住民や商業施設）の維持管理費用負担のため活用に制限がかかってい

ることから、市からの支援によってこれらの空間を住民のためにもっと開放できれば、「住みやすい街」
の実現に近づくのではないか

■市民からの意見に対する所見
居心地がよく魅力あるまちづくり、歩行者中心の道路、公開空地の活用などを望む声があることから、引
き続き公共空間を活用する取組が望まれるものと考えます。



４．【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果

34

１ 小杉駅周辺地区の位置付け

２ 小杉駅周辺まちづくりの経過

３ 社会資本総合整備計画
「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第３期計画）」

４ 【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果

５ 今後の方針等
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４．【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果①

■参考指標

■定義・算定式

建物用途別延床面積

地区計画区域内の建物用途別延べ床面積

■所見
土地の高度利用が進むとともに、商業・業務、その他（主に娯楽・遊戯）など、多様な都市機能の集積
が進んでいます。

※開発事業本格化前と最新の調査結果で比較 （出典）都市計画基礎調査

64.3%
住宅

54.6%
住宅

11.7%

22.7%
業務

32.7%
業務

45.1%
業務

7.1%
商業

8.5%
商業

3.0%

1.0%

1.2%

2.1%
工場等0.6%

28.2%
工場等

0.6%

1.9%

11.8%
公共公益

2.2%

0.6%

0.2%

R3
約183.3ha

H27
約134.6ha

H17
約33.5ha

住宅 業務 商業 宿泊 工場等 公共公益 その他【建物用途別延べ面積の推移】【建物用途別延べ面積の推移】

約5.4倍
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４．【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果②

■参考指標

■定義・算定式

事業所数、従業者数

事業所数、従業者数（小杉町２・３丁目、下沼部、新丸子東３丁目、中丸子地区の合計）

■所見
多様な都市機能の集積とともに、事業所数、従業者数が増加しており、働く場所や働き手が多く集ま
るまちに変化しています。

（出典）H18事業所企業統計調査、H28・R3経済センサス活動調査

H18 H28 R3

【事業所数】

852
事業所

1,189
事業所

約1.4倍 1,171
事業所

H18 H28 R3

【従業者数】

18,124人

28,261人約1.6倍 28,088人
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４．【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果③

■参考指標

■定義・算定式

小売業年間商品販売額

川崎市全体と小杉駅周辺地区の小売業年間商品販売額の推移（平成14年からの伸び率）

■所見
小売業年間商品販売額は、川崎市全体では平成14年と令和3年がほぼ同じ水準であるのに対して、
小杉駅周辺では開発が本格的に開始した平成19年以降増加しており、商業機能の集積による経済
効果が発現しています。

（出典）H14・19・26商業統計、R3経済センサス活動調査
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４．【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果④

■参考指標

■定義・算定式

駐輪場収容台数、放置自転車数

公共・民営駐輪場における駐輪収容台数、及び放置自転車数（調査日の1時間あたり平均値）

■所見
各開発事業において公共駐輪場の整備を行ったことで、再開発前に課題となっていた放置自転車が減
少し、歩きやすい歩行空間を創出しました。

（出典）川崎市内鉄道駅周辺における放置自転車等実態調査
H17 H30 R6

【駐輪場収容台数】

3,715台

12,694台

約3.4倍
10,953台

H17 H30 R6

【放置自転車台数】

941台

47台

約1/20倍

51台
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４．【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果⑤

■参考指標

■定義・算定式

公園・広場面積

公園及び公開空地のうち広場状空地の合計面積

■所見

各開発事業により、公園の新設や広場（公開空地）等の整備を行い、地域の市民や来街者等の憩
いや交流の空間を創出しました。一部では地域の市民や団体・企業等による利活用が進んでいます。

（出典）川崎の公園、各地区計画
事業前（H18） 第2期(R2.12) 現在（R7.10）

【公園・広場面積の変化】

広場
14,250㎡

約18.6倍

公園
8,553㎡

公園
1,224㎡

広場
13,600㎡

公園
8,553㎡
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１ 小杉駅周辺地区の位置付け

２ 小杉駅周辺まちづくりの経過

３ 社会資本総合整備計画
「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第３期計画）」

４ 【参考】小杉駅周辺まちづくりの成果

５ 今後の方針等
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５．今後の方針等
■総合的な所見（事業の実績、 「周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間づくり」への効果について）

• 社会資本総合整備計画の目標に掲げる「広域的な交通利便性が高く、商業・業務、研究開発、
文化交流、都市型居住の機能が集積した広域的拠点の形成を図るとともに、
周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間づくり」をめざし、
計画に位置付けた事業の推進など「歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり」を進めてきました。

• 成果指標「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と考える方が増加しており、達成することができました。
• 成果指標「渋川の親水施設整備後の施設利用者数」については事業進捗の遅れにより測定できま

せんでした。
• なお、建物用途別延べ床面積等のその他の指標において、多様な都市機能が集積してきている状

況や快適な空間となるような環境整備が進んでいる状況が確認できます。

東京丸子横浜線（市ノ坪工区）
• 令和7年度の完成が見込まれており 、先行して道路拡幅（4車線化）を実施しました。
• 広域拠点たる小杉地区のアクセス性や安全な歩行空間の確保、地域の防災力向上が図られ、

まちの利便性・安全性の向上に寄与しました 。
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５．今後の方針等
■総合的な所見（事業の実績、 「周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間づくり」への効果について）

渋川環境整備事業
• 工事費高騰等の影響で親水施設整備が令和8年度以降にずれ込み、成果目標2（施設利用者

数）は未達成（測定不可）となりました。
• 計画期間中に生物の水辺ゾーンの整備を含む護岸整備の77.8％が完了見込みであり、

周辺環境資源である渋川と連携した親しみやすい水辺空間の形成が進み、
快適で広がりのある都市空間づくりに寄与しました 。

市道小杉町21号線活用社会実験
• 市民からはくつろげる休憩スペース・飲食・遊びへの高いニーズやイベント継続への高い支持が確認さ

れるとともに、乱横断の解消や滞在時間の延伸といった課題も明確となりました。
• 社会実験により、市道小杉町２１号線がこすぎコアパークや周辺の公開空地といった既存の空間資

源と一体的に活用されることで、駅周辺エリア全体の回遊性が高まり、市民ニーズにも即した「広がり
のある都市空間」としての可能性が示されました。

• 参考指標で示される都市機能の集積に加え、本計画の道路整備、河川環境整備、及び社会実
験の取り組みが、小杉駅周辺地区の快適性、回遊性、防災性の向上と、水辺や駅前空間といっ
た資源の価値向上に貢献し、一定の事業効果が発現しているものと考えます。
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５．今後の方針等
■今後の方針

• 前述のとおり、一定の事業効果の発現が見えますが、一方で、高齢化の進展や自然災害の頻発・
激甚化など社会環境の変化に伴う新たな課題へ対応するため、今後も民間の土地利用転換に合
わせ、誰もが安全・快適に過ごすことのできる歩いて暮らせるまちづくりが必要です。

• 周辺人口や来街者の増加等、状況やニーズが日々変化する中で、市民目線のまちづくりを適切に
進めるにあたり、エリアプラットフォームなどの地域の取組と連携するとともに、公共空間を活用するな
ど、地域交流の促進を図ることで、地域のニーズに丁寧に対応していくことや、地域で助け合うための
コミュニティづくりが重要と考えております。
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５．今後の方針等
■次期計画について

• 次期計画においては、こうした課題や変化に的確に対応し、「歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり」と
「誰もが利用しやすく快適でにぎわいのあるまちづくり」を実現するため、引き続き広域拠点としてのアクセ
ス性や防災性を向上させる都市基盤の整備や、拠点性を高める様々な都市機能の導入を進めること
により、駅周辺の回遊性を高め、居心地の良い都市空間形成に向けて、以下の事業に取り組みます。

渋川環境整備事業
• 本計画で一部未了となった親水施設の整備等を継続し、周辺環境資源である渋川の「水と

緑のネットワーク」と連携した、親しみやすい水辺空間の形成を引き続き進めます。

市道小杉町21号線
• 社会実験で得られた市民ニーズ（滞在・飲食等）や運営上の課題（乱横断対策等）を踏

まえ、こすぎコアパークや周辺公開空地と一体となった「居心地が良く歩きたくなる」歩行者中
心の空間づくりに向け、具体的な整備手法や運営ルールの検討を進めます。

小杉駅北口駅前地区駅前広場
• 適正な駅前広場の規模、配置となるよう民間敷地の開発と連携して、駅前広場の拡充を図

り、バスや歩行者の円滑かつ安全な通行環境の確保を進めます。


